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10月の 行事予定 

日 曜 行 事 きらり 

１ 火 バス散歩(中田島砂丘)  

２ 水 バス散歩(安久路公園)  

３ 木 リズム A・ちいさなおなべの会 発達支援 

４ 金 リズム BC・おおきくなったかな  

５ 土   

６ 日   

７ 月 ファミリーデー 
妊婦さんとその家族のた
めの講座 

８ 火 バス散歩(森林公園 Cコース) 
出張ひろば 
ひろばデビュー会 

９ 水 バス散歩(森林公園) どんぐりグループ① 

10 木 リズム A 発達支援（心理士） 

11 金 リズム BC  

12 土   

13 日   

14 月   

15 火 バス散歩(森林公園)・お弁当の日 
出張ひろば 
子育て講座(野藤先生) 

16 水 バス散歩(森林公園)・内科検診 
カンガルータイム 
どんぐりグループ OB 

17 木 リズム A 発達支援 

18 金 リズム BC  

19 土   

20 日   

21 月  ハーフバースデーのつどい 

22 火 バス散歩(森林公園) 出張ひろば 

23 水 バス散歩(中田島公園)・内科検診 どんぐりグループ 

24 木 リズム A 発達支援 

25 金 リズム BC・誕生会  

26 土   

27 日   

28 月 口座振替日 
妊婦さんとその家族のた
めの講座 

29 火 バス散歩(かぶと塚公園) 出張ひろば 

30 水 バス散歩(森林公園・すだち) カンガルータイム 

31 木 リズム A・お茶会  

 

        １１月の予定 

1日（金）   引き渡し訓練 

2日（土）   親子遠足（れもん以上参加）  

5日（火）   お弁当の日 

11日～15日  ファミリーデー 

２2日(金)    誕生会 

            絵手紙 

靴下を忘れずに！ 

退 職 

上田 京子（児童発達支援事業所ながか

み）が９月３０日で退職します。短い間で

したが、ありがとうございました。 

絵本は心の架け橋～共有・共感・共動～ 

 

 

お弁当再開 

6月から 9月の間、食品衛生上お休みし

ていたお弁当が今月より再開します。 

今月は 15日（火）です。お弁当の日に

は、お弁当を持って出かける遠出散歩など

を企画しています（れもん以上）。子どもた

ちも楽しみにしています。愛情たっぷり詰

めて、持たせてあげてください。 

しかし、まだ日中は暑い日もありますの

で、保冷剤を入れるなど、暑さ対策を十分

にお願いします。 

内科健診 

１６日(水)２３日(水)は内科健診です。 

どちらの日も欠席の場合は、個人で受診し

ていただくようになります。 

散歩の秋 

日中はまだまだ暑いですが、朝晩は涼し

くなり、秋の訪れを感じます。ながかみの秋

は、【散歩の秋】です。毎日の日課として、

寒くても暑くても、歩いて体づくりをして

います。そんな秋の一日、11月２日(土)は

親子遠足を企画しています。子どもたちは

コースごとに、森林公園までバス散歩に出

かけていますが、当日はそのコースを親子

で歩きます。詳細は、後日お知らせします。 

季節の変わり目です 

 朝晩は気温が低く、日中はまだ暑い日も

あります。季節の変わり目で、体調を崩し

やすい時期でもありますので、体調がすぐ

れないときには、無理をせず、早めの休息

をお願いします。 

 先日、保護者会行事の『園庭整備』が行われました。多く

の方々が参加していただき、保護者の皆様と園児、そしてス

タッフと共に築山・ながかみの森の土おこし・花壇・排水溝・

畑など多くの整備ができましたこと、心より感謝申し上げま

す。ありがとうございました。 

 日頃の保育中にながかみのスタッフの行動力、1 つのこと

にかける情熱に凄いな、頼もしいなと感じることが多かった

のですが、今回、保護者の皆様にも凄いな、頼もしいなと感

動の時間でした。築山では、大量の土をバケツリレーで運び

あげ、そして崩れないように踏み固め、みなさんが協力して

再構築することができました。人が足りなければ、「ここもう

1 人いた方がいいね」や１列しかなく、最後の人が土をいれ

てれくれる場所までバケツを運び、と繰り返しているといつ

の間にか 2列になり、土を運ぶ列とバケツを折り返す列にな

っていて他人事ではなく、みなさんが“ながかみこども園の

子どもたちのために”という気持ちで協力してくれていまし

た。これは築山だけではありません、畑の枠を木枠で作る時

も「何か他にすることありますか？」とか、お父さん、お母

さんが「こうした方がいいんじゃない？」などアドバイスを

していただいたり、固い土を掘り返してくれたりとその度に

自然と“ありがとうございます。”という気持ちと言葉があふ

れてきました。排水溝もたくさんの土をかき上げていただき

ました。力のいる仕事で大変だったと思います。ありがとう

ございました。 

 子どもたちはというと小さい子たちは大人の姿を見て真似

をしたり、興味をもったことを協力したくれたりしていまし

た。土の中に幼虫が出てきたら興味をもち『何だろう？でも

怖い』のような様子でみたり、土をシャベルですくってみた

りとそれぞれが、それぞれの世界を楽しんでいたような気が

します。それでいいんだと思います。それぞれの子の興味・

関心を無理なく、そして周りの大人が理解して、できること

を協力してもらう。温かな空間だなと、そんな大人に見守ら

れながら育つ子どもは幸せだなと感じながら作業をしていま

した。 

 大きい子は積極的に土を掘ったり、運んだり、木

を運んでくれたりとたくさん助けてくれました

ね。本当に助かりました。ありがとう！ 

 そして最後に、この園庭整備をして感じたこと

は２つあります。お父さんやお母さんの凄さはも

ちろんのこと、それを子どもたちが見ていたとい

うこと。工具をつかっているところ、シャベルをつ

かったり、力作業をしているところをじっくり見

たり、体験することはあまりないのではないでし

ょうか？子どもたちはお父さんやお母さんのすご

さを感じたと思います。そしてもう１つは“共感と

共有”です。『重かった』、『疲れた』はもちろんの

こと『きれいになったね』や『できた！』という共

感と共有ができ、気持ちが 1 つになりました。昔

は学校に秋休みがあり、この時は家族みんなで稲

刈りなどをしたそうです。家族の姿を見ながら、そ

してとれた新米を家族や地域の人と楽しみなが

ら。今回、そのような体験と共有ができたのではな

いかと思います。これからも、ながかみは“共に”

という言葉を大切に、スタッフや保護者、子どもた

ちと共に生活をしていきたいと考えています。 

お父さんやお母さんが手伝って作ってくれたこ

とを子どもたちにも伝え、大切に使用させていた

だきます。本当にお疲れさまでした、ありがとうご

ざいました。 

身体と心の繋がり～園庭整備を通して“ありがとう”～ 

 

 

産休に入ります 
 木村加菜子（ひかり）が 10月２５日よ

り、産休に入ります。１２月５日が出産予

定日です。げんきなあかちゃんを産んでね。 


